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令和3年度県高校総体開催
先行開催で勢いをつけた陸上部・駅伝部 大活躍！

左の写真は、北山高校と那覇西高校の生徒がつくった人文字（オレンジが北山）です。
学校代表の選手がリレー競技の際にこの文字を作っていました。今回の大会は、4日間中、
保護者が応援できたのは初日だけでした。2日目からは、沖縄県の緊急事態宣言発令により、
残念ながら無観客となりました。そのため通常聞こえていたはずの声援もほとんど無く、
静かな中で進められていきました。競技場内での生徒達は、これまでのような声援も思い
切りできず、頑張っている選手にひたすら手をたたいて、応援していましたが、リレー競
技の時になると、人文字を作って精一杯の拍手で自校を励ましていました。我が北山も大
規模強豪校に負けることなく、競技に、応援に頑張っていました。

☆雑感☆
沖縄の陸上競技は県全体でのレベルアップを図るため定期的に合同練習を行っているそうです。
フィールドやトラックなど各学校の専門の先生方が他校の生徒にも指導を行い、今の全国レベル
で戦える選手の育成に繋がっているようです。右の写真は女子７種競技（100ｍＨ→走高跳→砲丸
投→200ｍ→走幅跳→やり投→800ｍ）の最後の種目800ｍが終わった後の様子です。本校生徒の出
場はありませんでしたが、このシーンがとても印象に残りました。男子の8種競技もそうらしい
ですが、2日間かけて各種目を競い合っていく中で、他校とはいえお互いの健闘をたたえ合い、
見知らぬ者同士にいつしか仲間意識が芽生え、最後は写真のように支えあって終わるとのことで
した。「チーム沖縄」で育んでいる各学校のその証がみえた瞬間でした。

女子やり投 優勝
照屋 葵

男子5000Ｍ競歩 優勝
相馬 啓祐

力走する関口七夏海さん

県高校総体は、当初の予定通り開催され、本校からは陸上競技、男女バスケットボール、男女バレーボール、男女ソフ
トテニス、男子ホッケーにエントリーし、各地で熱戦が繰り広げられました。今回はその中から、先行実施されました陸
上競技について報告します。
陸上競技は、5月22日～25日までの4日間、タピック県総ひやごんスタジアムにて開催され、本校から陸上部と駅伝部が
参加しました。実績と実力ある本校代表の選手達は、それぞれの種目において精一杯のパフォーマンスを見せてくれまし
た。私も4日間観戦しました（今年度県高体連陸上専門部長に就任）が、役員席で思わず立ち上がって精一杯の拍手で応援
させてもらいました。本来であれば役員席で専門部長が自校の応援をすることには色々意見がありそうですが、我慢でき
ませんでした。きっと私は次回も同じように応援することと思います。以下に主な結果を掲載します。

男子1500Ｍ優勝 上原 琉翔
第3位 志良堂 清琉
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男子3000Ｍ障害優勝 宮里 洸（右）
第3位 赤嶺 達也（左）

男子5000Ｍ大会新記録 優勝
男子3000Ｍ県高校新記録 優勝
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